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，13. 最近経験した重症無石胆嚢炎の検討
田辺政裕，田 紀克，笠IJ 崇正 
碕義和(国保・成東)1山
無石胆嚢炎は，一般に慢性例が多いが稀に急性に病状
が進行し，結石を証明出来ないため手術時期を失ってし
まう重症例がある。 我々 は， 非胆道系手術， 無石性胆
嚢管閉塞，動脈硬化症を原因とする重症例を 4例経験し
た。全例に上腹部癌，発熱，黄症の 3徴候を認め，肝機
能障害を伴っていた。 
44. 空腸平滑筋肉腫を伴った総胆管膝管重複癌のー
治験例
坪井秀一，入江氏康，塩田彰郎
(塩谷病院)
症例は， 56歳，男。約 1ヶ月前より黄痘増強，全身倦
怠にて来院す。 PTCにて総胆管は最大径30mmに拡張
し，給、胆管下部は陰影欠損を呈した。勝頭十二指腸切除
術施行し，総胆管下部及び牒管関口部に癌腫あり，互に
組織学的連続性なく，空腸妓膜面にも径約 2cmの平滑
筋肉腫があった。術後 7ヶ月を経た現在，元気に外来通 
倖管重複癌1.，院中である。尚，調べ得た所では，総胆管
症例の報告は 117'iJもなかった。 
45. 胃癌肝転移における肝シンチグラム所見と手術
所見の比較検討
石川達雄(放射線医学研究所病院部)
二宮ー，骨野文豊(県立・佐原)
胃癌における肝シンチグラフイ一の診断
開腹手術例3お炉例61F4列から，シンチグラム所見と手術所見を比
較する事により検討を行い，次の結果を得た。 (1)肝シ
ンチグラフィーの診断率は， 67%であり，肝転移発見率
は， 50%であった。 (2)シンチグラム診断に及ぼす因子
は，転移巣の大きさ，シンチグラフィーの呼吸性移動及
び，肝下縁欠損が挙げられる。 (3)シンチグラフィーで
発見可能な転移巣の大きさは 3cm以上であった。 
46. 食道裂孔ヘルニアの 2，3の考察
神津照雄，堀江弘，円山正博
黄田江庭(長生病院)
食道裂孔ヘルニア20症例の食道炎発生因子を胃液酸
度，・コンゴーレッドを用いへノレニア胃粘膜の塩酸分泌
能，前傾姿勢の有無ょ n検討した。 18例に食道炎を認め
た。年代別に低酸，過酸でも食道炎があり，潰!鹿はへ 1レ
ニア胃粘膜に塩酸分泌をみる症例に観察され，前傾姿勢
につれてその頻度が高い。ヘルニア胃粘膜に塩酸分泌能
を有しない症例はびらんまでの変化であった。 5cm以
上の口側への食道炎の広ろがりは前傾姿勢と低酸症が関
与した。 
47. 胆道鏡併用に依る肝内結石症の治療
丸山達興，大西盛光，関幸雄
中村宏，大川昌権(川鉄病院)
肝内結石症に対して，乳頭形成術と，術中術後の胆道
鏡による砕石摘出術を併用して，優れた成績を上げる事
ができた。肝内胆管に狭窄のない 3例では，術中砕石術
の効果により，結石は術後自然排出されたが，狭窄のあ
った 2例では，全結石を摘出するために，各々， 4回， 
8回，の術後砕石術を必要とした。 
48. 噴門切除術後の重症合併症の一治験例(長期間 
IVH施行例)
中村宏，大西盛光，関幸雄
丸山達興，大川昌権，岡庭群二
中村雅一(川鉄病院) 
41歳の噴門癌患者の術後縫合不全に対して IVHを施
行した。縫合不全に次いで出血ショックや重症肺合併症
を併発したが， 146日間の長期 IVH並びに強力な化学
療法の結果術後210日で治癒退院せしめ得， IVHの有効
性を再確認した。 
49. 転移性肝癌に対する我々の治療方針

特に抗癌剤動注療法の効果

劉崇.正，田紀克，田辺政裕
山崎義和(国保・成東)
転移性肝癌に対して，抗癌剤動注療法を中心として， 
MQFC療法， 経口剤， OK 432の長期投与を併用した
化学療法を施行し好結果を得た。 8例中 6例に 0・B以
上の効果がみられ， 1年半生存例が 2例あり，平均生存
期間は9.4ヶ月であった。 
50. PTCにより術前診断をした胆のう微小癌の一例
鈴木昭一，中山博，小沢弘佑
大津鏡(沼津市立)
症例は73歳の女性。主訴は全身倦怠感である。 DIC
により胆のうは造影されず，次第に黄症も出現してきた
